
  

 
          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 
 

 

皆さまには、新しい年をお迎え、心新たにお過ごしのことと存じます。 

さて、昨年の大野城市議会議員選挙では、「議会に新風を！もっと女性を！」とご支持・ご支援を

いただき、議会へと送り出していただきましたことに改めてお礼を申し上げます。 

皆さまとのお約束を実現するため、すべての議会で一般質問を行い、市の様々な事業につい

て真剣に学び提言してまいりました。引き続き今年も、大野城市のすべての子どもたちが健やか

に育つ街づくりを中心に、粘り強く取り組んでまいります。 

今年は「平和憲法」施行 70周年を迎えます。残念ながら、昨年 9月 19日に「戦争法」が成立し

てしまいましたが、憲法前文の「政府の行為によって再び戦争の惨禍が起ることのないように」、今

年こそもっと憲法を堅持し活かす年にしたいものです。 

7月には参議院議員選挙があります。新有権者の若者たちとともに「戦争法」廃止そして暴力に

よらない平和な社会づくりに尽力していただける議員を増やしたいと思います。 

2016年が平和で幸多き年となりますようにお祈り申し上げます。  松崎ゆり子 

 

１２月定例議会（1～17 日）条例 3件、補正予算（6億 7315万円）など審議しました 

 

 

 

 

 

 

 

１２月議会にて 松崎ゆり子は、 

 ・第 76 号議案「平成 27 年度大野城市一般会計補正予算」に反対→3 対 16で可決 

（「ふるさと館」建設費 23.5 億円が「継続費補正」として出されたことに異議があるため） 

 

松崎 ゆり子 
ま つ ざ き 

 

大野城市議会 便り 
2016年 新年号 Vol. 3 

すべての子どもたちに食と居場所を 

昨年中は大変お世話になりました 

今年もよろしくお願いいたします 

2016年が平和で希望ある年となりますよう

に 

 
 

大切なのは、ひと、自然、平和 

① （仮称）心のふるさと館：23 億 5086 万円が継続費補正として成立しました 

② 3 学期サポート先生 5 人介助員 3 人の増員：必要な児童の増加のため（533.1万） 

③ （仮称）善一田古墳公園保存整備：乙金地域の用地取得費（3億 2361.6万） 

④ 他子ども・子育て支援教育・保育給付や障がい児通所給付など福祉関係事業の増額 

⑤ マイナンバー法に基づく「個人番号の利用及び個人情報の提供に関する条例」成立 

⑥ 「まどかぴあ」と「高齢者生きがい創造センター」の来年度からの指定管理者の決定 



ゆり子の提言   

労働教育研究会（浅倉むつ子早稲田大学教授他）は、 

「多くの若者は、職場で現実に起きている深刻な

労働トラブル、例えば長時間労働、残業代不払い、

セクハラ・パワハラなどの実態やそのトラブルに対

応するすべを知らずに社会に出ていっています。 

その理由は、学校教育の中にそのような知識を教育

する制度がほとんどないためです。本来、労働に関

する必要な知識の教育は、キャリア教育の中でプロ

グラムの一つとして組み込まれるべきものです。」 

と訴えています。 

 大野城市で育つ子どもたちが、安全に働き生きて

いくために、中学校で労働基準法など労働者の権利

や相談先など学ぶことが、求められます。 

相談は、「●大野城市福祉課：092－501-2211 

●福岡県労働者支援事務所：092-735-6149 

●連合福岡ユニオン：092-273-2114 」へ 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 つぶやき１  選択的夫婦別姓の実現をー最高裁判決に思う  

12 月 16 日、夫婦が同じ姓を名乗ると定めた民法の規定が違憲であると上告されていた「夫婦別姓」訴訟に対し

最高裁大法廷は「合憲」の判断を示しました。現状として結婚したカップルの 96％が男性の姓を選択しています。

その結果、結婚や離婚でさまざまな手続きの負担や苦痛が多くの女性に負わされています。また、自分の姓を失う

ことでアイデンティティを社会的に抹殺されるような苦痛を覚える人もいます。こんな苦痛を強いなくてすむような社

会にするために「選択的夫婦別姓」を実現させるべきだと思います。 

さらに同日、女性だけに 6 か月の再婚禁止を定めた規定に対する訴訟に対しては「100 日の禁止は合理的だ

が、それ以上は不必要で違憲。」との判断も示されました。しかし、生命医学が発達し遺伝子検査でほぼ 100％に

近い確率で親子鑑定が可能な時代、女性のみに再婚禁止期間を設けていることにも正統性などありません。 

1999年「男女共同参加基本法」そして 2015年 8月「女性活躍推進法」も成立しているのに、 

明治の「家父長制」のもとで成立した「民法」にいつまで拘束されればいいのでしょうか。 

ジェンダー平等の実現に向け、引き続きとりくみを進めていきたいと思います。（R.S） 

 

 

ゆり子 26 歳の若さで過労自殺した女性の和解が

裁判で成立した。2014年度、労災に認定された過

労自殺は 99件、過労死も 121件。命や健康、人

生をも奪うブラック企業問題など今日の若者の雇

用状況に対する見解はいかがか。 

市民福祉部長 ブラック企業の問題は、長時間労

働やサービス残業の強要など就職難を背景に社会

問題化している。若者の雇用状況に大きな影響を及

ぼしていると考えている。 

ゆり子 アルバイトや非正規労働者も含めて労働

者の権利は、憲法、労働基準法や労働組合法などで、

労働基本権として規定されている。働く人たちの権

利が保障されるための本市の取り組みは。 

市民福祉部長 労働者の人権侵害に関する相談

は人権男女共同参画課、不当労働行為等の相談は

福祉課で受け、福岡県労働者支援事務所等と連携

して対応していく。 

ゆり子 啓発や社会環境づくりは。 

市民福祉部長 市のホームページに福岡県労働支

援事務所や労務安全情報センターなどの相談機関の

連絡先等を掲載し情報提供している。 

 

ゆり子 中学校での職業、労働教育の取り組みは。 

教育長 小中学校を通して一人ひとりの社会的、職

業的自立に向け基盤となる能力や態度を育てるキャリ

ア教育を実施。労働の権利学習は、中学校３年生の公

民的分野で民主政治の意義、国民の生活の向上と経

済活動など現代社会についての見方や考え方の基礎

を養う学習を行っている。 

ゆり子 誰もが安全に働き続けるために、中学校で的

確な労働法の知識や相談先を学ぶ労働教育が必要。県

の労働政策課から出張授業も一案。実施はいかがか 

教育長 そのような情報を学校の方にも知らせること

で、カリキュラムに活かすような条件を整えたい。 

 

 

 

Ⅰ 若者が安心して働くために労働教育を 
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12 月定例議会 松崎ゆり子の一般質問 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゆり子 性暴力は「魂の殺人」といわれ決して許

されない。被害発生件数や、被害者が未成年者

の状況は。  

危機管理部長 福岡県における性犯罪認知件

数は、平成 25 年は 557 件、26 年は 499 件、27

年は 10月末現在で 498件。 

未成年者の割合は、平成 25 年は 51％、26 年

は 55％、27年は６月末現在 47％。 

春日警察署管内は、平成 25年は 47件、26年は

30件、27年 10月末現在 56件と増加傾向にある。 

ゆり子 参画が進展しない課題はいかがか。 

企画制作部長 固定的性別役割分担意識につい

て、職場や地域などの集団活動の場においてはまだ

強く残っており、指導的地位への女性の登用が進ん

でいないのも事実。ドメスティック・バイオレンスなどの

対策も、相談窓口の増加とともに被害相談が急増し

ている。 

Ⅱ 男女共同参画社会の推進を 
 

ゆり子の提言   条例にあるように、 

男女平等は、すべての市民の幸せにつながります。 

大野城市の女性管理職は６人 10.2％。学校長は

15人中３人、行政区長は 27人中 0人。 

意思決定機関に女性の比率が少ないと、「夫婦別

姓」の最高裁判決にも見られるように女性のニー

ズが反映しにくく平等化が進みません。 

大野城市の母子世帯は 3173世帯（2010年）、

年々増えています。男女の格差は女性への暴力の

要因であり離婚や子どもの貧困に直結します。 

審議会の女性比率を上げたように「積極的改善

措置」の導入や、地域や事業所へ更なる働きかけ

など男女平等の推進が急務です。 

 

 
Ⅲ 性暴力の防止へ小学校から非暴力教育を 
 

大野城市男女共同参画条例（前文） 
日本国憲法では，個人の尊重と法の下の平等がうたわれ

ており、我が国では，男女平等推進の国際的潮流の中で、

「女子に対するあらゆる形態の差別の撤廃に関する条約」

の批准や、「男女共同参画社会基本法」の制定など、男女

平等の実現に向けた様々な取組がなされてきた。 

  大野城市においては，県下に先駆けて「男女共同参画

都市宣言」を行い、男女共同参画に関する計画を策定する

など、男女共同参画社会の形成を目指してきた。 

 しかしながら、性別による人権侵害や固定的役割分担意

識が、社会のさまざまな分野で根強く残っている。  これら

を解消し、すべての市民がその個性と能力を尊重され、平

和で心豊かに暮らしていくためには、男女共同参画社会の

実現が重要である。 

よって、この条例を制定する。 2006 年 3 月 

ゆり子 男女共同参画条例が制定され 10年。特に成

果を上げた施策と、その理由はいかがか。 

企画制作部長 最も大きな成果は、審議会などに

おける女性登用率。条例を制定時点では 21.6％が、

本年４月には 42.6％になった。 

理由は、平成 22年に審議会等委員の選任時に委

員構成の男女比の事前審査を開始したことによる。各

審議会の所管課が、女性割合 40％以上を目標に取

組みを進めてきた結果と考える。 

ゆり子 中学生のデートＤＶ（交際相手からの暴

力）防止教育の実施状況はいかがか。  

危機管理部長 友人や恋人との暴力によらな

い人間関係を築く知識やスキルの習得を目的

に、今年度から中学２年生を対象に学年全体で１

回１時限の研修を行う。受講後の生徒へのフォロ

ーアップ効果を高めるため、事前に教職員へも支

援者向け研修を実施している。 

 

 

 

企画制作部長 ＣＡＰは暴力によらない人間関

係の作り方について学ぶ。小学校での実施は、

中学校での研修の効果検証を行いながら、調査・

研究をしていきたい。 

教育部長 過去に小学校３校で実施の実績が

ある。関係部署や小学校と連携・協議しながら必

要な取り組みを推進してまいりたい。 

ゆり子の提言  性暴力被害は、10歳未満も

６％～11％という高い比率（グラフ参照）。 

小学校から「ＣＡＰ」子どもへの暴力防止教育

が必要と考える。実施はいかがか。 

 

 



 

  

  

■子どもの食と居場所つくりを考える会 

時：２月７日（日）13時 30分～16時 
所：まどかぴあ・３０１室 
坪井恵子さんを囲んで（福岡市で「ごちハウス」 

を運営するストリートプロジェクト理事長） 

    一緒に考えましょう。ご参加お待ちしています！ 

■毎月 19 日戦争法廃止！アクション 
2月 19日（金）18～19時 西鉄下大利駅 

■無料弁護士相談 
・毎月第 4火曜日 18時頃～ まどかぴあ他にて 

＊秘密は守ります。相談は 1件につき約 30分です 

主催：社民党筑紫総支部（092-922-1008） 

■3 月議会：2 月 23 日～3 月 18 日 

 

つぶやき２  

新年明けましておめでとうございます。 

世界中の人々が、生きる喜びを感じられる年にしたいも

のです。今はそれが非常に困難な時代なので、理想かもし

れませんが特に願わずにはいられません。 

人は、どんな生き方をすると幸せと感じられるのでしょ

うか？健康、雨露をしのぐ住居、お腹を満たす食物、理解

し合える家族などが基本的な要件でしょう。それらを叶え

るためには、仕事があることが必要最低限の条件となりま

す。働き子育てするために保育園、病児保育、育児休暇、

年休取得、介護休暇、緊急支援などの充実が必要です。子

育て、教育問題や、今後増大してくる介護問題に、女性の

現実的な視点は欠かせません。一緒に住みやすい街をつく

りましょう！（つつじが丘Ｓ．Ｙ） 

活動ダイアリー（10～12 月） 

 

11月4日 月の浦の南部
清掃工場と、乙金の最終処
分場の視察。12 月から試

運転が始まります。 

下記の他、様々な勉強会、市や地域の行事などに参加しました。 

10月 4日 大野南小学校運動会 

10月 8日 男女共生セミナー（まどかぴあ） 

10月 12日 まどかレクスポ祭（南コミ）。南子太鼓圧倒されます 

10月 20日 平野中合唱コンクール（サンパレス） 

11月 1～2日：連合議員懇にて議会改革の研修（兵庫県西脇市） 

11月 14日：「共に仲良くする心の教育」参観（大野北小） 

11月 29日 総合福祉祭り（まどかぴあ） 

12月 12・19日 ランチ給食意見交換会 

12月 19日 水道事業 50周年記念式典 

12月 1～17日 12月議会 

お 知 ら せ 

 

11 月 17－19 日。宮城県石巻市・福
島県視察研修。被災地の復興は厳しいで
す。原発被害の南相馬市の議長は苦渋の
思いを語られた（石巻市日吉神社から） 
 
 

＜連絡先が変わっています！＞ ご意見・ご相談、お気軽にお聞かせ下さい 
松崎ゆり子後援会（ゆりネット）    
〒816－0954 大野城市紫台１３－１７  
TEL：080－5283－7037 FAX：092－595－7037  
ﾒｰﾙ ： yuri1955@csf.ne.jp  
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ： http://yurikomatsuzaki.com/ 
 
松﨑百合子（まつざきゆりこ）プロフィール  
2015年 5月より、大野城市市議会議員（福祉文教委員会） 

ＮＰＯ法人女性エンパワーメントセンター福岡代表 大野城市女性ネットワーク役員 福岡県女性研修の翼会員 

1955年 5月 熊本県天草市有明町生まれ。県立天草高校、熊本大学教育学部卒業。九州大学大学院修士課程修了。 

15年間民間コンピュータ会社勤務。20代から女性や子ども、特にアジアの女性の人権問題に取り組む。 

1997年九州初の民間ＤＶシェルター設立。【家族】連合い、息子 30歳、娘 23歳、愛犬ハナ 【趣味】山歩き・温泉 

 

●＜ゆりネット＞に入会しませんか！ 

松崎ゆり子を応援し、「ひと、自然、平和」を大切にする大野

城市をめざします。年会費 1000 円 

郵便振替口座：01740-2-165868「ゆりネット」 

●配布ボランティア募集中！ 

ご自宅近くに「ゆりネット」のポスティングをしていただけ

る方はご連絡ください。 

●ミニ集会に伺います。お声かけお待ちしています！ 

子育て、福祉・・3 人以上のミニ集会、どこにでも伺います。

す。 

 

11月6～8日 沖縄にて全国シェルターシンポジウム。
性暴力禁止法を求め痛切な討論。移住女性支援の分科会
コーディネーター担当。辺野古ゲート前行動にも参加。 
「沖縄の図」がある佐喜真美術館見学（普天間基地横）。 

11 月 9～24 日（南～北コ
ミ）大野城市議会報告会 

11 月 30 日 
森本由美北九州市議
と、約 400 名の学生
へ議会活動について
語る（北九大） 

http://yurikomatsuzaki.com/

